
ロベルト・シューマン 

（Robert Schumann, 1810-1856）は、19世紀ドイツを代表する作曲家であり、ロマン派音楽

の主要な人物の一人です。シューマンは多岐にわたるジャンルで作品を残しており、特

にピアノ音楽と歌曲（リート）においてその革新的なアプローチで知られています。彼の音

楽は、感情の豊かさ、詩的な表現、そして内面的な葛藤を反映しており、しばしば文学

的なインスピレーションに基づいています。 

1. 生涯と背景 

• 幼少期と教育: シューマンは 1810年 6 月 8 日、ドイツのツヴィッカウに生まれま

した。父親は出版業と書店を営んでおり、文学に精通していたため、シューマン

は幼少期から文学と音楽に親しみました。彼は少年時代に作家になることも考

えていましたが、最終的には音楽に専念することを決意しました。 

• 音楽の勉強: 1828 年、ライプツィヒ大学で法学を学ぶために入学しますが、音

楽への情熱が強く、フリードリヒ・ヴィーク（後に妻クララの父）にピアノを学び始め

ました。ヴィークの指導の下、シューマンはピアニストとしてのキャリアを目指します

が、指の故障により演奏家としての夢を断念せざるを得なくなりました。この出来

事が作曲に専念する契機となります。 

• クララとの結婚: ヴィークの娘、クララ・ヴィーク（後にクララ・シューマン）も優れた

ピアニストであり、二人は恋に落ちます。クララの父親はこの関係に反対しました

が、二人は法廷での争いを経て 1840 年に結婚しました。クララはシューマンの

音楽的なパートナーとして、彼の作品の初演を行い、また自身も作曲活動を行

いました。 

• 精神の健康: シューマンは生涯を通じて精神的な健康問題に悩まされており、

特にうつ病や幻覚に苦しむことがありました。1854 年には精神状態が悪化し、自

ら命を絶とうとする未遂事件を起こし、その後療養施設に入所しました。1856 年

7 月 29 日にボンの療養所で亡くなりました。 

2. 音楽スタイルと主要作品 



シューマンの音楽は、深い感情表現と個人的な心情の反映が特徴です。彼の作品は

ロマン主義的な要素が強く、しばしば詩的なイメージや文学作品に影響を受けていま

す。以下に、シューマンの代表的な音楽ジャンルと主要作品を紹介します。 

ピアノ音楽 

シューマンは多くのピアノ曲を作曲しており、その中でも以下の作品が特に有名です。 

• 《子供の情景》 Op. 15: 13 の小品からなる組曲で、シューマンが子供の視点か

らの純粋な感情を描写しようとした作品です。特に「トロイメライ（夢）」は非常に有

名で、繊細で優美な旋律が特徴です。 

• ロベルト・シューマンの《子供の情景》（Kinderszenen）, Op. 15 は、13 の短いピアノ

小品から成る作品で、子供の純真さや子供時代の思い出を描いています。シ

ューマンはこの作品を、子供の頃の無垢で感情豊かな視点からインスピレーショ

ンを得て作曲しました。以下に各曲の内容と特徴を詳しく解説します。 

• 1. 「見知らぬ国と人々について」（Von fremden Ländern und Menschen） 
• この曲は《子供の情景》の最初の曲であり、子供が見知らぬ土地や新しい人々

に対する好奇心や驚きを表現しています。穏やかなメロディーと和やかな雰囲

気が特徴で、シューマンはこの曲を通じて子供の無邪気な探求心と冒険心を

描いています。 

• 2. 「お化けごっこ」（Kuriose Geschichte） 
• 急速なテンポで、少し風変わりな雰囲気を持つこの曲は、子供たちが遊びの中

で作り上げるお化けごっこや冒険を表現しています。跳ねるようなリズムと活気に

満ちたメロディーが、子供たちの想像力の豊かさを示しています。 

• 3. 「鬼ごっこ」（Hasche-Mann） 
• この曲は速いテンポで演奏され、まるで鬼ごっこをしている子供たちの姿を描いて

いるかのようです。楽しくてエネルギッシュな雰囲気があり、子供たちの元気な活

動を音楽で表現しています。 

• 4. 「おねだり」（Bittendes Kind） 
• ゆっくりとしたメロディーが特徴のこの曲は、子供が何かをおねだりする様子を描い

ています。甘く、少し哀愁を帯びたメロディーが、子供の純粋な願望や期待感を

表現しています。 

• 5. 「満ち足りた喜び」（Glückes genug） 



• この短くて明るい曲は、子供の純粋な喜びや幸福感を表現しています。シンプル

で繰り返しの多いメロディーが、無邪気な楽しさを感じさせます。 

• 6. 「重大な出来事」（Wichtige Begebenheit） 
• この曲は、子供にとって重要な出来事を描いています。厳粛で真面目な雰囲

気があり、子供が大切な何かに直面する時の感情を表現しています。少しドラ

マチックな要素もあり、緊張感が感じられます。 

• 7. 「トロイメライ」（Träumerei） 
• 《子供の情景》の中で最も有名な曲であり、夢見るような美しいメロディーが特徴

です。子供の頃の無垢で美しい夢や想像を表現しており、繊細で感傷的な音

楽が人々の心に深い印象を与えます。しばしば演奏会やアンコールで演奏され

ることが多い名曲です。 

• 8. 「炉ばたで」（Am Kamin） 
• この曲は、家族が炉ばたでくつろいでいる様子を描写しています。温かく、心地よ

いメロディーが、家族団らんの穏やかなひとときを感じさせます。 

• 9. 「木馬の騎士」（Ritter vom Steckenpferd） 
• テンポの速いこの曲は、子供が木馬に乗って遊ぶ姿を表現しています。跳ねる

ようなリズムと楽しげなメロディーが、子供の遊びの活気を伝えています。 

• 10. 「こわがらせ」（Fast zu ernst） 
• この曲は、少し暗くて重い雰囲気を持ち、子供が何かを恐れる様子を描いてい

ます。少し陰鬱な感じがあり、子供が直面する恐怖や不安を音楽で表現してい

ます。 

• 11. 「寝る前の子供」（Fürchtenmachen） 
• この曲は、子供が眠りにつく前の不安や想像を表現しています。少し揺れ動くよう

なメロディーが、子供の心の不安定さを反映しています。 

• 12. 「子供は眠る」（Kind im Einschlummern） 
• ゆっくりとしたこの曲は、子供が眠りにつく瞬間を描いています。静かで穏やかな

音楽が、子供の安らかな眠りを誘います。 

• 13. 「詩人が語る」（Der Dichter spricht） 
• 最後の曲で、静かで内省的な雰囲気が漂っています。この曲は、子供の夢の

世界から現実へと戻る瞬間を表現しているとも解釈されます。詩人が静かに語

りかけるようなメロディーが、全体を締めくくります。 

•  



• 《子供の情景》は、シューマンの他の作品とは異なり、テクニック的な困難さよりも

感情表現や詩的な要素が重視されています。それぞれの曲が短く、簡潔である

ため、ピアノ初心者にも取り組みやすい作品でありながら、深い感情を引き出す

表現力が求められます。この作品は、シューマンの詩的な感性と、彼が音楽に

込めた物語性を感じることができる優れたピアノ曲集です。 

 

• 《クライスレリアーナ》 Op. 16: シューマンの文学的な alter ego であるクライスラー

を題材にした 8 つの幻想曲から成り立っています。この作品は情熱的で、激しい

感情の起伏が特徴です。 

• ロベルト・シューマンの《クライスレリアーナ》(Kreisleriana), Op. 16 は、8 つの幻想的

な楽章からなるピアノのための作品です。この作品は、シューマンの音楽的・感

情的な多面性を表現しており、彼の内的な葛藤や夢想的な世界観が色濃く反

映されています。シューマンはこの作品をクララ・ヴィーク（後のクララ・シューマン）

への愛と、E.T.A. ホフマンの小説『カッツェンベルガー氏の隣人』の登場人物、

クライスラーにインスパイアされて作曲しました。 

• 以下に《クライスレリアーナ》の各楽章について詳しく解説します。 

• 第 1 曲：非常に活き活きと (Äußerst bewegt) 
• この楽章は激しい情熱と不安定なエネルギーに満ちています。短く鋭いモチー

フが繰り返され、急速なパッセージが続きます。途中で一度静かな部分が現れ

ますが、すぐにまた激しい部分に戻ります。シューマンの「フロレスタン」的なキャラ

クターを強く感じさせる、嵐のような曲調です。内的な葛藤や激情を表現している

と言われます。 

• 第 2 曲：非常に親しげに、しかし生き生きと (Sehr innig und nicht zu 

rasch) 
• 第 2 楽章は、第 1 楽章とは対照的に、穏やかで親しみやすいメロディーが特徴

です。リリカルで内省的な雰囲気が漂い、シューマンの「オイゼビウス」的なキャラ

クターを感じさせます。中間部では一時的に激しい部分も現れますが、全体的

には優しく夢見がちな印象が続きます。愛情深く、瞑想的な雰囲気が漂う美し

い楽章です。 

• 第 3 曲：非常に活き活きと (Sehr aufgeregt) 



• 第 3 楽章は再び活発でエネルギッシュな曲調に戻ります。急速なテンポで、短

いモチーフが鋭く繰り返される形が特徴です。この楽章には不安感や焦燥感が

含まれており、シューマンの感情の揺れ動きが強く感じられます。終始、緊張感

が途切れないダイナミックな展開が続きます。 

• 第 4 曲：非常にゆっくりと (Sehr langsam) 

• 第 4 楽章は非常に遅く、静かなテンポで演奏される幻想的な楽章です。深く瞑

想的な雰囲気があり、内面的な感情を掘り下げるような音楽が続きます。しっとり

とした響きが、孤独感や憂鬱さを感じさせますが、同時に希望の光が垣間見え

る瞬間もあります。 

• 第 5 曲：非常に生き生きと (Sehr lebhaft) 
• 第 5 楽章は再び活発で生き生きとした曲調に戻り、跳ねるようなリズムと明るいメ

ロディーが特徴です。子供のような無邪気さと、興奮した喜びを表現しており、軽

やかで明るい印象を与えます。この楽章の中間部には穏やかな部分もあり、全

体の構成に変化をもたらしています。 

• 第 6 曲：とても速く (Sehr rasch) 
• 第 6 楽章は速いテンポで、劇的でエネルギッシュな音楽が展開されます。突進

するような勢いがあり、緊迫感が漂います。旋律の飛躍的な動きや、リズムの変

化が目立ち、情熱と不安が交錯する複雑な感情を表現しています。 

• 第 7 曲：とてもゆっくりと (Sehr langsam) 

• 第 7 楽章は再び非常にゆっくりとしたテンポで演奏され、穏やかで静かな雰囲

気を持っています。この楽章は非常に内省的で、深い感情を静かに表現してい

ます。静かな悲しみと共に、希望や慰めの感情も感じられます。穏やかに流れ

る旋律が、聴く者の心を静かに包み込みます。 

• 第 8 曲：とても速く (Schnell und spielend) 
• 最終楽章は軽快で速いテンポで始まり、遊び心に満ちています。跳ねるようなリ

ズムと軽やかなメロディーが特徴で、フィナーレに相応しい明るい雰囲気が漂い

ます。しかし、途中で再び劇的でダイナミックな部分が現れ、最後には静かな終

結を迎えます。この楽章はシューマンの多面的な性格を象徴しており、感情の多

様性を反映しています。 

•  

• 《クライスレリアーナ》は、シューマンの音楽的な感情の幅広さを表現する作品で

あり、ピアノ音楽の中でも非常に重要な位置を占めています。作品全体を通じ



て、シューマンの内的な葛藤、愛、夢想、喜び、悲しみが絶妙に織り交ぜられて

います。この作品は、演奏者に高度なテクニックと深い感情表現を要求するも

のであり、シューマンの創造性と詩的な感性が詰まった傑作とされています。 

• ロベルト・シューマンの《謝肉祭》（Carnaval）, Op. 9 は、1835 年に作曲されたピア

ノ組曲で、全 21 曲から構成されています。各曲は、シューマンの音楽的・文学

的想像力が反映されたキャラクター・ピースであり、彼の友人、架空の登場人

物、自身の性格の二面性、さらには彼の音楽観を象徴する要素が描かれてい

ます。この組曲は、シューマンの独創性と詩的な感性が溢れ、彼の作品の中で

も特に愛されているものの一つです。以下に各曲の内容と特徴を詳しく解説しま

す。 

《謝肉祭》 Op. 9: 仮面舞踏会をテーマにした 21の小品からなる組曲で、登場人

物や仮面を表現しています。シューマン自身や彼の愛する人々、さらには音楽仲間

たちが暗示的に描かれています。 

• 1. 前口上 (Préambule) 
• 序奏となる曲で、華やかで堂々とした雰囲気が漂います。壮大なフレーズが連

続し、祝祭的な気分を醸し出します。この前口上は、全体のテーマを提示する

役割を果たし、聴衆を《謝肉祭》の世界へと誘います。 

• 2. ピエロ (Pierrot) 
• この曲は、喜劇的なキャラクターであるピエロを描いています。短くて軽やかなフ

レーズが続き、少し風変わりな印象を与えます。シューマンはピエロの気まぐれさ

や愛嬌を音楽で表現しています。 

• 3. アルレッキーノ (Arlequin) 
• ピエロに続くキャラクター、アルレッキーノ（ハーレクイン）は、跳ねるようなリズムと急

速なパッセージが特徴です。機敏でいたずら好きな性格を持つアルレッキーノの

姿が、生き生きと描かれています。 

• 4. 気まぐれ (Valse noble) 
• この曲は優雅なワルツで、少し気まぐれな雰囲気が漂います。上品でありながら

も、どこか遊び心を感じさせる音楽が展開され、シューマンの洗練された感性が

表現されています。 

• 5. エウゼビウス (Eusebius) 



• エウゼビウスは、シューマン自身の内面的で内省的な一面を象徴するキャラク

ターです。この曲は、穏やかで夢見るようなメロディーが特徴で、静かで優雅な

雰囲気を持っています。感傷的でロマンティックな性格を反映しています。 

• 6. フロレスタン (Florestan) 
• エウゼビウスとは対照的に、フロレスタンはシューマンの激しく情熱的な一面を象

徴しています。この曲は急速なテンポで始まり、劇的な表現が特徴です。突発

的でエネルギッシュな音楽が、フロレスタンの強烈な個性を表現しています。 

• 7. コケット (Coquette) 
• この曲は軽やかで、少しおどけた雰囲気があります。名前の通り、コケット（軽薄

な女性）を表現しており、挑発的で気まぐれな性格を反映しています。跳ねるよう

なリズムと軽快なメロディーが印象的です。 

• 8. 返事 (Réplique) 
• コケットの曲に続いて、この曲は反応を示す「返事」の意味があります。フロレスタ

ンとエウゼビウスの対話のような要素を持ち、前の曲の影響を受けながらも、独

立したキャラクターを持っています。 

• 9. 蝶々 (Papillons) 
• 「蝶々」の名が示すように、この曲は軽やかで、優雅に飛び回る蝶々のような雰

囲気を持っています。シューマンの作品には他にも「蝶々」という題名のピアノ組

曲がありますが、ここでは短いピースとして、繊細で美しい旋律が描かれていま

す。 

• 10. A.S.C.H.-S.C.H.A. チャラント幻想 (A.S.C.H. - S.C.H.A: Lettres 

dansantes) 
• この曲はシューマンの愛したクララ・ヴィークの故郷、アシュ（Asch）の文字に基づ

いています。音名を用いて、A, S (Es), C, H (B) のモチーフが繰り返されます。軽

快でユーモラスな曲想が特徴です。 

• 11. 謝肉祭の使者 (Chiarina) 
• 「キアリーナ」という名前はクララ・ヴィークの愛称に由来します。愛情深く情熱的

な曲で、クララへの思いが込められています。劇的で力強い表現があり、深い

感情が感じられます。 

• 12. ショパン (Chopin) 



• シューマンが尊敬したフレデリック・ショパンへのオマージュとして書かれたこの曲

は、ショパンのノクターンを思わせるような、優雅で繊細なメロディーが特徴です。

シューマンの中にあるショパンの影響を感じることができます。 

• 13. エストレッラ (Estrella) 
• 「エストレッラ」という名前は、シューマンの婚約者エルネスティーネ・フォン・フリッ

ケンを指しているとされています。この曲は、情熱的で力強い表現があり、シュー

マンの愛情が込められています。 

• 14. 再びフロレスタンとエウゼビウス (Reconnaissance) 
• 再会や認識を意味するこの曲は、フロレスタンとエウゼビウスの性格を再び反映

しています。軽やかで楽しいメロディーが、温かい再会の喜びを表現しています。 

• 15. パンタロンとコロンビーヌ (Pantalon et Colombine) 
• この曲は、仮面舞踏会のキャラクターであるパンタロン（ピエロの一種）とコロンビ

ーヌを描いています。おどけたリズムと軽快なメロディーが特徴で、二人のキャラ

クターの対話が音楽で表現されています。 

• 16. 踊る文字 (Valse allemande) 
• ドイツ風のワルツで、軽快で陽気な雰囲気があります。舞踏会の楽しげなシーン

を彷彿とさせる曲であり、聴衆を踊りに誘います。 

• 17. パガニーニ (Paganini) 
• シューマンが敬愛したヴァイオリニスト、ニコロ・パガニーニを称えて作曲されたこ

の曲は、急速なパッセージと技巧的な要素が特徴です。パガニーニの驚異的

な技巧を彷彿とさせるエネルギッシュな楽曲です。 

• 18. アヴェマルトとその隣人 (Aveu) 
• 「告白」を意味するこの曲は、愛の告白を表現しています。ロマンティックで情熱

的なメロディーが、感情の高まりを表現し、聴く者に深い印象を与えます。 

• 19. プロムナード (Promenade) 
• この短い曲は、舞踏会の合間に行われる散歩のシーンを描いています。軽やか

で穏やかな雰囲気が特徴で、休息とリフレッシュの瞬間を表現しています。 

• 20. 休息 (Pause) 
• この曲は短く、音楽の流れを一時的に止める休息の瞬間を表現しています。次

の「謝肉祭の大団円」への橋渡しとなる役割を果たします。 

• 21. ダヴィッド同盟による行進曲、対立者に対抗する (Marche des 

"Davidsbündler" contre les Philistins) 



• この終曲は、シューマンが想像したダヴィッド同盟（真の芸術を守るための架空の

団体）が、保守的なフィルヒスティア（芸術に理解のない者たち）に対抗する姿を

描いています。力強く、勝利感に満ちた音楽が展開され、組曲の華やかなフィ

ナーレを飾ります。 

•  

• 《謝肉祭》は、シューマンの創造性と感性が凝縮された作品であり、各曲が彼

の多様な感情や思想を反映しています。この組曲は、シューマンの人生やその

周囲の人々、さらには彼の音楽的な理想を象徴しており、聴く者に深い印象を

与えるものです。 

 

• 《交響的練習曲》 Op. 13: 主題と変奏の形式で、各変奏が技術的な挑戦とと

もに音楽的な表現を追求しています。 

• ロベルト・シューマンの《交響的練習曲》(Études symphoniques), Op. 13 は、1834

年に作曲されたピアノのための練習曲集です。この作品は、シューマンの高度な

ピアノ技巧と作曲技法を駆使し、またその感情豊かな表現力が発揮された傑作

として広く知られています。《交響的練習曲》は、練習曲でありながらも、交響的

なスケールと深みを持ち、ピアノ音楽の一つの頂点を成す作品です。 

• 作品の構成と特徴 

• 《交響的練習曲》は、主にテーマと 12 の変奏（エチュード）から構成されていま

すが、後に追加の 5 つの変奏（ポストヒューム変奏）が出版されています。これら

の変奏は、シューマンが初版に含めなかったものの、後に出版の際に考慮され

ました。この作品は、単なる技巧的な練習にとどまらず、各エチュードが個別の

キャラクターを持ち、感情表現や音楽的内容が重視されています。 

• 1. テーマ (Thème) 
• 作品は、シンプルでありながらも荘厳なテーマで始まります。このテーマは、シュ

ーマンの友人であり、彼の恋人クララ・ヴィークの義理の父であったバロン・フォ

ン・フリッツから提供されたものと言われています。この短く印象的なテーマが、

変奏の基盤となり、以降のエチュードでさまざまな形に変容していきます。 

• 2. エチュード I 



• 最初のエチュードは、テーマの基本的なリズムを保ちながら、装飾的な要素を

加えて展開します。ピアノの軽快なアルペジオと、滑らかなメロディーが特徴で

す。 

• 3. エチュード II 

• このエチュードは、力強く雄大な性格を持ち、テーマのリズムを強調します。左手

の重厚な和音と、右手の繊細なパッセージの対比が美しく、音楽的なダイナミク

スが感じられます。 

• 4. エチュード III 

• 軽快で華やかな性格を持つエチュードです。右手の速いパッセージと、左手の

リズムが絡み合い、躍動感のある演奏が要求されます。スケールの使用が印

象的で、技巧的な要素が強調されています。 

• 5. エチュード IV 

• このエチュードは、静かな情感を持ち、テーマの抒情的な側面を探求していま

す。穏やかで歌うようなメロディーが特徴で、シューマンのロマンティックな感性が

反映されています。 

• 6. エチュード V 

• 活発でエネルギッシュなエチュードで、リズミカルなパターンが支配的です。左

手の重厚な伴奏と、右手の軽快なメロディーが対比され、音楽的なダイナミズム

が強調されています。 

• 7. エチュード VI 

• このエチュードは、やや神秘的な雰囲気を持ち、複雑な和声と音の重なりが特

徴です。ピアノの広がりを感じさせるような音の配置が印象的で、深い音楽的洞

察が求められます。 

• 8. エチュード VII 

• 劇的で壮大な性格を持つエチュードです。高音域と低音域の対比がはっきりと

し、交響曲的なスケール感が感じられます。左手と右手の均衡が重要で、技

術的な難易度も高いです。 

• 9. エチュード VIII 

• 急速なテンポと躍動感のあるリズムが特徴のエチュードです。右手の流れるよう

なパッセージと、左手のしっかりとしたリズムが絡み合い、音楽的なエネルギーが

満ち溢れています。 

• 10. エチュード IX 



• このエチュードは、落ち着いた性格を持ち、テーマのメランコリックな側面を探求

しています。抒情的なメロディーと、繊細な和声の変化が美しく、感情的な深み

を感じさせます。 

• 11. エチュード X 

• 陽気で楽観的な性格を持つエチュードで、明るいメロディーが印象的です。リズ

ミカルな伴奏が楽曲に軽やかさを与え、楽しい雰囲気が漂います。 

• 12. エチュード XI 

• このエチュードは、劇的で力強い性格を持ち、力強い和音と急速なパッセージ

が特徴です。ピアニストには高い技術と、音楽的な理解が求められます。 

• 13. エチュード XII 

• 終曲として、壮大なフィナーレを飾るエチュードです。シンフォニックなスケールで

展開され、テーマが華やかに再現されます。クライマックスに向けて音楽が盛り

上がり、フィナーレの印象を強く残します。 

• ポストヒューム変奏 

• 追加の 5 つの変奏は、シューマンが初版に含めなかったものですが、後に演奏

される機会が増えました。これらの変奏は、より繊細な音楽的表現が含まれてお

り、作品全体に深みを加えています。 

•  

• 作品の意義 

• 《交響的練習曲》は、シューマンの技術的な革新と感情表現の豊かさを示す代

表的な作品です。彼の他のピアノ作品と同様に、音楽的な内容が非常に深

く、演奏者には高度な技術と感受性が求められます。また、シューマンの他のピ

アノ曲と同様に、この作品には彼の人生や感情、文学的な影響が反映されて

います。特に、彼の内面世界や詩的な想像力が、各エチュードを通じて明確に

感じられます。 

• この作品は、シューマンの音楽が持つ感情的な深さと技術的な複雑さを象徴し

ており、今日でもピアニストにとって挑戦的でありながらも、演奏する喜びを与える

名曲として愛されています。 

 

 



室内楽 

シューマンは室内楽作品にも優れたものを残しています。彼の室内楽作品は、親密で

詩的な表現が特徴です。 

• 《ピアノ五重奏曲 変ホ長調》 Op. 44: ピアノと弦楽四重奏のためのこの作品

は、明るく華やかでありながら深い感情表現が特徴です。 

• 《ピアノ四重奏曲 変ホ長調》 Op. 47: ピアノと弦楽のための作品で、独特のリ

ズムとメロディが魅力的です。 

• 《ヴァイオリン・ソナタ 第 1 番 イ短調》 Op. 105: ヴァイオリンとピアノのためのソナ

タで、ロマンティックな情熱と内省的な静けさが融合しています。 

交響曲 

シューマンは 4 つの交響曲を作曲し、そのうち以下が特に有名です。 

• 《交響曲第 1 番 変ロ長調「春」》 Op. 38: シューマンの最初の交響曲で、春

の喜びと希望を描いています。エネルギッシュな第 1 楽章が特徴です。 

• 《交響曲第 3 番 変ホ長調「ライン」》 Op. 97: ライン川の風景とその歴史に触

発されて作曲されました。特に第 4 楽章の荘厳なトロンボーンのコラールが印象

的です。 

3. 文学との関わり 

シューマンの音楽は、しばしば文学作品や詩に触発されており、彼自身も詩作や評論を

行っていました。彼は音楽雑誌「新音楽時報」（Neue Zeitschrift für Musik）の創設者の一

人であり、批評家としても活動しました。この雑誌では、彼はフレデリック・ショパンやヨハネ

ス・ブラームスなどの若い音楽家を支持し、紹介しました。 

4. 精神的苦難と晩年 

シューマンは生涯を通じて精神的な健康問題に苦しんでいました。特に晩年には、幻覚

や精神的な不安定さが増し、1854 年にはライン川に身を投げるという未遂事件を起こし

ました。その後、彼はボン近郊の療養施設に入院し、1856 年にそこで亡くなりました。彼



の死後、クララ・シューマンはシューマンの音楽の普及と彼の遺産の維持に尽力しまし

た。 

5. シューマンの遺産 

ロベルト・シューマンの音楽は、詩的な感受性と内面的な表現を通じて、ロマン主義の

精神を具現化しています。彼の作品は、クラシック音楽のレパートリーの中で重要な位

置を占めており、特にピアノ音楽と歌曲の分野で高く評価されています。シューマンの音

楽は、その感情の深さと人間的な温かさにより、今日でも多くの人々に愛されています。 
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